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序文

ATmega4809 Curiosity Nano評価ｷｯﾄはATmega4809ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗを評価するためのﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

Atmel Studio/Microchip MPLAB® X統合開発環境によって支援され、ｷｯﾄはATmega4809の機能への容易なｱｸｾｽを
提供して独自設計へﾃﾞﾊﾞｲｽを統合する方法を説明します。

Curiosity Nano系列の評価ｷｯﾄは基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを含み、ATmega4809を書くのに外部ﾂｰﾙが必要ありません。
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1. 序説

1.1. 特徴

・ ATmega4809-MFRﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ
・ 1つの黄色の使用者LED
・ 1つの機械的な使用者切替器
・ 1つの32.768kHzｸﾘｽﾀﾙ
・ 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ
 - Atmel Studio/Microchip PLAB® Xでの基板識別
 - 1つの緑色の電力と状態のLED
 - 書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ
 - 仮想COMﾎﾟｰﾄ (CDC)
 - 2つの論理分析部ﾁｬﾈﾙ (DGI GPIO)
・ USB給電
・ 調整可能な目的対象電圧
 - 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって制御されるMIC5353 LDO調整器
 - (USB入力電圧によって制限される)1.8～5.1Vの出力電圧
 - (周囲温度と出力電圧によって制限される)500mA最大出力電流

1.2. ｷｯﾄ概要

Microchip ATmega4809 Curiosity Nano評価ｷｯﾄはMicrochip ATmega4809を評価するﾊｰﾄﾞｳｪｱ基盤です。

図1-1. ATmega4809 Curiosity Nano評価ｷｯﾄ概要
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2. 開始に際して

2.1. Curiosity Nano即時開始

Microchip Curiosity Nano基盤の探索を開始するための段階

 1. Atmel Studio/Microchip MPLAB® Xをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしてください。

 2. Atmel Studio/Microchip MPLAB® Xを開始してください。

 3. PCとｷｯﾄ上のDEBUG USBﾎﾟｰﾄ間にUSBｹ-ﾌﾞﾙ(標準A-ﾏｲｸﾛBまたはﾏｲｸﾛAB)を接続してください。

Curiosity Nanoが初めてｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されると、ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼｽﾃﾑはﾄﾞﾗｲﾊﾞ ｿﾌﾄｳｪｱ ｲﾝｽﾄ-ﾙを実行します。ﾄﾞﾗｲﾊﾞ ﾌｧｲﾙはMicr 
osoft® Windows® XP、Windows Vista®、Windows 7、Windows 8、Windows 10の32と64の両ﾋﾞｯﾄ版を支援します。ｷｯﾄ用のﾄﾞﾗｲﾊﾞはAt 
mel Studio/Microchip MPLAB® Xに含まれます。

一旦Curiosity Nano基盤が給電されると、緑の状態LEDが点灯し、Atmel Studio/Microchip MPLAB® Xは接続されたCuriosity Nano
基板を自動検出します。Atmel Studio/Microchip MPLAB® Xはﾃﾞｰﾀｼｰﾄとｷｯﾄ資料のような関連情報を提供します。ATmega4809ﾃﾞ
ﾊﾞｲｽは基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって書かれ、従って外部書き込み器ﾂｰﾙが全く必要とされません。

2.2. 設計資料と関連ﾘﾝｸ

以下の一覧はATmega4809 Curiosity Nanoに最も関連する資料とｿﾌﾄｳｪｱへのﾘﾝｸを含みます。

・ MPLAB® X IDE - MPLAB® X IDEはMicrochipﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗとﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号制御器用応用を開発するためのPC(Windows®、Max 
OS®、Linux®)で動くｿﾌﾄｳｪｱ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。これは組み込みﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用ｺｰﾄﾞを開発するための単一”環境”
を提供するため、統合開発環境(IDE:Integrated Development Environment)と呼ばれます。

・ Atmel Studio - ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗ用のC/C++とｱｾﾝﾌﾞﾘ ｺｰﾄﾞの開発用無料IDE 

https://www.microchip.com/mplab/mplab-x-ide
https://www.microchip.com/development-tools/atmel-studio-7
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・ AVR®用IAR Embedded Workbench® - これは8ﾋﾞｯﾄAVRに利用可能な商用C/C++ｺﾝﾊﾟｲﾗです。30日評価版だけでなくそれらのｳｪ
ﾌﾞｻｲﾄから入手可能な4Kﾊﾞｲﾄ ｺｰﾄﾞ量制限始動版もあります。

・ Atmel START - Atmel STARTは使い易く最適化された規則でｿﾌﾄｳｪｱ構成部品を選んで構成設定して組み込み応用を誂えて使
用者を助けるｵﾝﾗｲﾝ ﾂｰﾙです。

・ Microchip試供品店 - ﾃﾞﾊﾞｲｽの試供品を注文することができるMicrochip試供品店です。

・ Data Visualizer - ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)はﾃﾞｰﾀを処理して可視化するのに使われるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。ﾃﾞｰﾀ可視器はCuriosity 
NanoとXplained Proの基板で見つかるEDBGﾃﾞｰﾀ交換器ｲﾝﾀ-ﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)とCOMﾎﾟｰﾄ
のような様々な供給元からﾃﾞｰﾀを受け取ることができます。

・ ATmega4809 Curiosity Nanoｳｪﾌﾞｻｲﾄ - ｷｯﾄ情報、最新使用者の手引き、設計資料

・ Microchip直販でのATmega4809 Curiosity Nano - Microchip直販でこのｷｯﾄを購入

3. Curiosity Nano
Curiosity Nanoはﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗの入出力の殆どへのｱｸｾｽを持つ小さな基板の組を提供する評価基盤です。この基盤は関連使用
者の手引き、応用記述、ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ、ｺｰﾄﾞ例を提供するためにAtmel Studio/Microchip MPLAB® Xと統合された少ﾋﾟﾝ数ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰ
ﾗ(MCU)の系列から成ります。この基盤はﾎｽﾄPCとのｼﾘｱﾙ通信用の仮想COMﾎﾟｰﾄ(CDC)とﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data 
Gateway Interface)GPIOが特徴です。

3.1. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ

ATmega4809 Curiosity Nanoは書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用の基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを含みます。基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは以下のいくつかのｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、
ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ、大容量記録装置、交換器、仮想COMﾎﾟｰﾄ(CDC)の複合USB装置です。

Atmel Studio/Microchip MPLAB® Xと共に基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽはATmega4809の書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞをすることができます。

ﾃﾞｰﾀ中継器ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ(DGI:Data Gateway Interface)はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの流れを可視化するためにｺｰﾄﾞ計装用論理分析部ﾁｬﾈﾙで使うの
に利用可能です。DGI GPIOはﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を使って図表化することができます。

仮想COMﾎﾟｰﾄはATmega4809のUARTに接続され、端末ｿﾌﾄｳｪｱを通して目的対象応用と通信する容易な方法を提供します。

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはATmega4809 Curiosity Nano基板上の(PSと記された)1つの電力と状態のLEDを制御します。下表は各種動作形態
でLEDがどう制御されるかを示します。

表3-1. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞLED制御

動作形態 状態LED

ﾌﾞｰﾄﾛｰﾀﾞ動作 電源投入の間、1HzでLED点滅

電源投入 LEDは点灯 - 不変

標準動作 LEDは点灯 - 不変

書き込み 活動表示、書き込み/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの間、LEDはゆっくり瞬間点灯

障害 電力障害が検出された場合にLEDは高速瞬間点灯

休止/OFF LEDはOFF。基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは休止動作か電力断のどちらか。これはｷｯﾄが外部給電される場合に起き得ます。

3.1.1. 仮想COMﾎﾟｰﾄ

ﾎｽﾄPCと目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ間の汎用USBｼﾘｱﾙ ﾌﾞﾘｯｼﾞです。

3.1.1.1. 概要

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはﾎｽﾄで仮想COMﾎﾟｰﾄとして現れる標準通信装置ｸﾗｽ(CDC:Communications Device Class)を含む複合USB装置です。
CDCはﾎｽﾄと目的対象間の両方向で任意ﾃﾞｰﾀを流すのに使うことができ、ﾎｽﾄから送られた文字はCDC TXﾋﾟﾝ上にUART形式で現
れ、CRC RXﾋﾟﾝに送られたUART文字はﾎｽﾄに送り返されます。

Windows機ではCDCがCuriosity仮想COMﾎﾟｰﾄとして列挙(接続認識)され、ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬのﾎﾟｰﾄ部分に現れます。COMﾎﾟｰﾄ番号
は通常、ここで示されます。

情報: 古いWindowsｼｽﾃﾑではCDCに対してUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞが必要とされます。このﾄﾞﾗｲﾊﾞはAtmel StudioとMPLAB Xのｲﾝｽﾄｰﾙに含ま
れます。

Linux機ではCDCが/dev/ttyACM#として列挙(接続認識)されて現れます。

MAC機ではCDCが/dev/tty.usbmodem#として列挙(接続認識)されて現れます。どの端末ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが使われるかに依存して、usbmod 
em#として利用可能なﾓﾃﾞﾑの一覧で現れます。

https://www.microchip.com/start
https://www.iar.com/iar-embedded-workbench/#!?architecture=AVR
https://www.microchip.com/samples/default.aspx
https://www.microchip.com/mplab/avr-support/data-visualizer
http://www.microchip.com/DevelopmentTools/ProductDetails.aspx?PartNO=DM320115
https://www.microchip.com/mplab/avr-support/data-visualizer
http://www.microchipdirect.com/ProductSearch.aspx?Keywords=DM320115
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3.1.1.2. 制限

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞCDCでは全てのUART機能が実装される訳ではありません。制限は以下のようにここで概説されます。

・ ﾎﾞｰﾚｰﾄは1200bps～500kbpsの範囲でなければなりません。この範囲外の値は警告なしにそれらの値に押さえます。ﾎﾞｰﾚｰﾄは実
行中に変えることができます。

・ 文字形式: 8ﾋﾞｯﾄ文字だけが支援されます。

・ ﾊﾟﾘﾃｨ: 奇数、偶数、なしにすることができます。

・ ﾊｰﾄﾞｳｪｱ流れ制御: 支援なし

・ 停止ﾋﾞｯﾄ: 1または2のﾋﾞｯﾄが支援されます。

3.1.1.3. 合図

USB列挙(接続認識)の間、ﾎｽﾄOSはCDCｲﾝﾀｰﾌｪｰｽの通信とﾃﾞｰﾀの両ﾊﾟｲﾌﾟを開始します。この時点で、CDCのﾎﾞｰﾚｰﾄと他のUAR 
Tﾊﾟﾗﾒｰﾀを設定して読み戻すことが可能ですが、ﾃﾞｰﾀの送出と受け取りは許可されません。

ﾎｽﾄで端末が接続される時にDTR信号が活性にされなければなりません。これはﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ上のﾊｰﾄﾞｳｪｱではなく、USBｲﾝﾀｰﾌｪｰｽで
実装される仮想制御信号です。ﾎｽﾄからのDTR活性化はﾃﾞﾊﾞｯｶﾞにCDC作業が活性であることを示し、(利用可能ならば)それの水準
移動器を許可してCDCﾃﾞｰﾀの送受信機構を開始します。

DTR信号の不活性化は水準移動器を禁止にしませんが、受信部を禁止し、故に更なるﾃﾞｰﾀはﾎｽﾄへ流されません。目的対象へ送
るため既に待ち行列化されたﾃﾞｰﾀ ﾊﾟｹｯﾄは送出を続けますが、更なるﾃﾞｰﾀは全く受け入れられません。

3.1.1.4. 高度な使い方

CDC置き換え動作

標準動作では、基板上のﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはﾎｽﾄとﾃﾞﾊﾞｲｽ間の真のUARTﾌﾞﾘｯｼﾞです。けれども、或る使用事例下で、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは基本動作形
態を置き換えて他の目的のためにCDCﾋﾟﾝを使います。

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞの大容量記憶ﾄﾞﾗｲﾌﾞへの(拡張子.txtを持つ)文書ﾌｧｲﾙを引き摺ることはCDC TXﾋﾟﾝの出力に文字を送るのに使うことができ
ます。文章ﾌｧｲﾙは次のような文字で始まらなければなりません。

 CMD:SEND_UART=

最大ﾒｯｾｰｼﾞ長は50文字で、枠内の全ての残りﾃﾞｰﾀは無視されます。

この動作で使われる既定ﾎﾞｰﾚｰﾄは9600bpsですが、CDCが既に活性、または構成設定されている場合、最後に使われたﾎﾞｰﾚｰﾄが
未だ適用されます。

USBﾚﾍﾞﾙのﾌﾚｰﾑの考慮

ﾎｽﾄからCDCへ送るﾃﾞｰﾀはﾊﾞｲﾄ単位、または64ﾊﾞｲﾄUSBﾌﾚｰﾑ内に切り分けられる塊で行うことができます。このような各々のﾌﾚｰﾑ
はCDC TXﾋﾟﾝへ送るために待ち行列にされます。ﾌﾚｰﾑ毎に少量のﾃﾞｰﾀを送ることは、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞがﾊﾞｲﾄではなくﾌﾚｰﾑを緩衝するた
め、特に低ﾎﾞｰﾚｰﾄで非効率になり得ます。最大4×64ﾊﾞｲﾄ ﾌﾚｰﾑを何時でも活性にすることができ、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはそれによってやって来
るﾌﾚｰﾑを調整します。ﾃﾞｰﾀを含む完全な64ﾊﾞｲﾄ ﾌﾚｰﾑの送信が最も効率的です。

目的対象からﾃﾞｰﾀを受け取る時に、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはやって来るﾊﾞｲﾄを64ﾊﾞｲﾄ ﾌﾚｰﾑ内へ列にし、それはそれらが満たされた時にﾎｽﾄへ送
るためにUSB待ち行列に送られます。不完全なﾌﾚｰﾑも概ね100ms間隔でUSB待ち行列へ押し込まれ、USBﾌﾚｰﾑ開始通票によって
起動されます。何時でも最大8×64ﾊﾞｲﾄ ﾌﾚｰﾑを活性にすることができます。ﾎｽﾄまたはそれ上で走行しているｿﾌﾄｳｪｱが充分速く
ﾃﾞｰﾀを受け取ることに失敗した場合、ｵｰﾊﾞｰﾗﾝが発生します。これが起きると、USB待ち行列に送られつつあるものに代わって最後
に満たされた緩衝部ﾌﾚｰﾑが再使用され、完全なﾌﾚｰﾑ ﾃﾞｰﾀが失われます。この発生を防ぐため、使用者はCDCﾃﾞｰﾀ ﾊﾟｲﾌﾟが継続
的に読まれることを保証するか、またはやって来るﾃﾞｰﾀ速度が減らされなければなりません。

3.1.2. 大容量記憶ﾃﾞｨｽｸ

.hexﾌｧｲﾙでﾄﾞﾗｯｸﾞ&ﾄﾞﾛｯﾌﾟを通して目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを書く簡単な方法

3.1.2.1. 大容量記憶装置

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは部分的にFAT12それ自身の特質のため、また、部分的にこの開発ｷｯﾄでの目的を満たすための最適化のため、いくつかの
制限を持つ高く最適化されたFAT12ﾌｧｲﾙ ｼｽﾃﾑの変種を実装します。

CURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞは大容量記憶装置としてUSB第9節適合ですが、汎用大容量記憶装置で期待するものを多少なりとも満たしませ
ん。この動きは意図的です。

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはWindowsのﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾏﾈｰｼﾞｬのﾃﾞｨｽｸ部分で見つけることができるCuriosity Nano USB装置として列挙(認識)されます。CURI 
OSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞはﾌｧｲﾙ ﾏﾈｰｼﾞｬに現れ、ｼｽﾃﾑで次に利用可能なﾄﾞﾗｲﾌﾞ文字を獲得します。

CURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞは概ね1Mﾊﾞｲﾄの空き空間を含みます。これは決して目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘの大きさを反映しません。hex
ﾌｧｲﾙ書き込み時、大きな付随負荷を与える付加ﾃﾞｰﾀを持つASCIIで符号化され、故に1Mﾊﾞｲﾄはﾃﾞｨｽｸの大きさ用に適当に選ばれ
た値です。

CURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞをﾌｫｰﾏｯﾄすることは不能です。目的対象へのﾌｧｲﾙ書き込み時、ﾌｧｲﾙ名がﾃﾞｨｽｸ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ一覧に現れ、これは
単にｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞ ｼﾝｽﾃﾑのﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ表示にすぎず、現実には更新されません。ﾌｧｲﾙ内容を読み出すことは不能です。ｷｯﾄを取り外
して静接続すると、ｱﾌｨﾙ ｼｽﾃﾑを元の状態に戻しますが、目的対象は未だ直前に書かれた応用を含みます。
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目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽを消去するにはﾃﾞｨｽｸに”CMD:ERASE”で始まる文字ﾌｧｲﾙを単純に複写してください。

既定でCUIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞはｱｲｺﾝ生成だけでなく、状態と更なる情報へのﾘﾝｸを報告するための以下のようないくつかの読み込み専
用ﾌｧｲﾙを含みます。

・ AUTORUN.ICO - Microchipﾛｺﾞ用ｱｲｺﾝ ﾌｧｲﾙ
・ AUTORUN.INF - ｱｲｺﾝ ﾌｧｲﾙを表示するためにWindowsのｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗに対して必要とされるｼｽﾃﾑ ﾌｧｲﾙ
・ KIT-INFO.HTM - 開発基板ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄへの向け直し
・ KIT-INFO.TXT - ｷｯﾄ ﾌｧｰﾑｳｪｱ、名称、痛罵、ﾃﾞﾊﾞｲｽについての詳細を含む文字ﾌｧｲﾙ
・ STATUS.TXT - 基板の書き込み状態を含む文字ﾌｧｲﾙ

情報: STATUS.TXTがﾃﾞﾊﾞｯｶﾞによって動的に更新されると、その内容がOSによってｷｬｯｼｭされ、正しい状態を反映しないか
もしれません。

3.1.2.2. 語/ﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄ構成設定

ﾋｭｰｽﾞ ﾊﾞｲﾄ (AVR®目的対象)

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはﾋｭｰｽﾞ書き込み時にどのﾋｭｰｽﾞ ﾋﾞｯﾄまたは組み合わせも遮蔽しません。専用のUPDIﾋﾟﾝでﾃﾞﾊﾞｲｽ上のﾋｭｰｽﾞ設定によって
UPDIを禁止することはできません。共用/構成設定可能なUPDIﾋﾟﾝを持つﾃﾞﾊﾞｲｽについては、書き込み動作でのﾋｭｰｽﾞ設定によっ
て、またはﾒﾓﾘ割り当てﾋｭｰｽﾞ値を変更するためにI/O表示部やﾒﾓﾘ表示部を使うことによってのどちらかでUPDIに対する代替ﾋﾟﾝ機
能を選ばないことを保証してしてください。UPDI禁止はﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを目的対象接続不能にし、その場合は外部書き込み器の12V UPDI
活性化機能が必要とされます。

3.2. Curiosity Nano標準ﾋﾟﾝ配列

Curiosity Nanoｷｯﾄ上のUSBｺﾈｸﾀに最も近い12端子の端ｺﾈｸﾀは標準化されたﾋﾟﾝ配列を持ちます。書き込み/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾋﾟﾝは下の表
と図で示されるように目的対象ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに依存して異なる機能を持ちます。

表3-2. Curiosity Nano標準ﾋﾟﾝ配列

ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ信号 説明UPDI目的対象

ID - 拡張用ID線

CDC TX UART RX USB CDC TX線

CDC RX UART TX USB CDC RX線

DBG0 UPDI ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾃﾞｰﾀ線

DBG1 GPIO1 ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ｸﾛｯｸ線/DGI GPIO

DBG2 GPIO0 DGI GPIO

DBG3 RESET ﾘｾｯﾄ線

N.C. - 接続なし

VBUS - 外部使い用VBUS電圧

VOFF - 電圧OFF入力

VTG - 目的対象電圧

GND - 共通接地

図3-1. Curiosity Nano標準ﾋﾟﾝ配列
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3.3. 電源

ｷｯﾄはUSBﾎﾟｰﾄを通して給電され、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ用の3.3Vを生成するためと目的対象用の調節可能な調整器の2つの調整器を含みます。
USBｺﾈｸﾀからの電圧は(USB仕様に従って)4.4～5.25V間で変わり得て、目的対象への最大電圧を制限します。下図はATmega4809 
Curiosity Nano上の電源ｼｽﾃﾑ全体を示します。

図3-2. 電源部構成図
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3.3.1. 目的対象調整器

目的対象電圧調整器はMIC5353可変出力LDOです。基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ
はMIC5353の帰還電圧を操作することによってｷｯﾄの目的対象部分
へ供給する電圧出力を調節することができます。このﾊｰﾄﾞｳｪｱ実装は
概ね1.7～5.1Vの電圧範囲に制限されます。出力電圧がATmega480 
9ﾏｲｸﾛ ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾊｰﾄﾞｳｪｱ限度を決して超えないことを保証するため
にﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾌｧｰﾑｳｪｱで付加的な出力電圧制限が構成設定されます。
ATmega4809 Curiosity Nanoの基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞで構成設定される電圧
制限は1.8～5.1Vです。

目的対象電圧は製品に於いて3.3Vに設定され、Atmel Studioを通し
て変更することができます。例え電力OFF/ONを通しても、Atmel Stu 
dioで行われるどの目的対象電圧変更も持続します。

MIC5353は500mAの最大負荷電流を支援します。これは小さなPCB
上に配置された小さな外囲器のLDO調整器で、500mAより低い負荷
で温度遮断条件に達するかもしれません。最大電流負荷は入力電
圧、設定出力電圧、周囲温度に依存します。右図は5.1Vの入力電圧
と23℃の周囲温度での調整器に対する安全動作領域を示します。

図3-3. 目的対象調整器安全動作領域

500

400

Io
u
t 

[m
A

]

Vout [V]

300

200

100

0
2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0

3.3.2. 外部供給

ATmega4809 Curiosity Nanoは基板上の目的対象調整器の代わりに外部電圧によって給電することができます。電圧OFF(VOFF)ﾋﾟ
ﾝが接地(GND)に短絡されると、基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾌｧｰﾑｳｪｱは目的対象調整器を禁止し、VTGﾋﾟﾝに外部電圧を印加しても安全です。

警告 GNDへのVOFF短絡なしでのVTGﾋﾟﾝへの外部電圧印加はｷｯﾄを恒久的な損傷にさせるかもしれません。

警告
基板上のﾚﾍﾞﾙ変換器に対する絶対最大外部電圧は5.5Vです。より高い電圧の印加はｷｯﾄを恒久的な損傷にさせるかもし
れません。

外部電力使用の間に書き込み、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ、ﾃﾞｰﾀ流しが未だ可能で、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞとﾚﾍﾞﾙ変換器はUSBｹｰﾌﾞﾙから給電されます。両調整
器、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ、ﾚﾍﾞﾙ変換器はUSBｹｰﾌﾞﾙが取り去られると電力断にされます。

3.4. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ切断

右の構成図はﾃﾞﾊﾞｯｶﾞとATmega4809ﾏｲｸﾛ 
ｺﾝﾄﾛｰﾗ間の全ての接続を示します。長円
形はATmega4809 Curiosity Nanoの基板端
への接続を表します。信号名は図3-1.で示
され、基板の裏側でｼﾙｸｽｸﾘｰﾝ印刷されま
す。

図3-5.で示されるように鋭利な道具でGPIO
切断帯を切断することにより、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞとATm 
ega4809間に接続された全ての入出力が完
全に切断されます。目的対象調整器を完全
に切断するには図3-5.で示されるVTG切断
帯を切断してください。

図3-4. ATmega4809への基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ接続
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情報: ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞへの接続の切断は書き込み、ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ、ﾃﾞｰﾀ流し、目的対象電源を禁止します。これらの信号は基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ
部分の傍らの基板端からも切断されます。

情報: 何れかの切断信号を再接続するにはﾊﾟﾀｰﾝ部を渡って0Ω抵抗を半田付けするか、またはそれらを短絡してください。
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図3-5. ｷｯﾄ変更

GPIO切断帯(裏側) VTG切断帯(表側)

3.5. 電流測定

ATmega4809への電力は「3.4. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ切断」項で示されるように基板上の電源から切断帯を持つ目的対象電圧供給(VTG)へ
接続されます。ATmega4809と基板へ接続された他の周辺機能の電力消費を測定するには切断帯を切断して切断帯を渡して電流
計を接続してください。容易な測定のために電流計は目的対象VTGﾊﾟｯﾄﾞ端ｺﾈｸﾀと外部電源間に接続することができます。代わり
に、「3.3.2. 外部供給」で記述されるように外部電源を使うことができます。

情報: 基板上のﾚﾍﾞﾙ変換器は例えそれらが不使用の時でも少量の電流を引き込みます。VTG網から最大10µA、加えてﾚﾍﾞﾙ
変換器に接続される各入出力ﾋﾟﾝから2µAで合計20µA引き込むかもしれません。どの漏れも防ぐには「3.4. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯ
ｶﾞ切断」項で記述されるように基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞとﾚﾍﾞﾙ変換器を切断してください。
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4. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ使用者の手引き

4.1. ｺﾈｸﾀ

4.1.1. ATmega4809 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ配列

全てのATmega4809入出力ﾋﾟﾝは基板上の端ｺﾈｸﾀでｱｸｾｽ可能です。下の画像はｷｯﾄのﾋﾟﾝ配列を示します。

PF6とUPDIのﾋﾟﾝは裏側の切断帯が切断されていない限り、ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ部分内の端ｺﾈｸﾀでだけ利用可能です。

PF0とPF1は基板上のｸﾘｽﾀﾙに接続され、既定で端ｺﾈｸﾀに接続されません。より多くの情報については「4.2.3. ｸﾘｽﾀﾙ」項をご覧くだ
さい。

図4-1. ATmega4809 Curiosity Nanoﾋﾟﾝ配列
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4.2. 周辺機能

4.2.1. LED

GPIOかPWMのどちらかによって制御することができるATmega4 
809 Curiosity Nano上で利用可能な1つの黄色の使用者LED
があります。LEDは接続された入出力線をGNDに駆動すること
によって活性に(点灯)することができます。

表4-1. LED接続

ATmega4809ﾋﾟﾝ 機能 共用機能

PF5 黄色LED0 端ｺﾈｸﾀ

4.2.2. 機械的な切替器

ATmega4809 Curiosity Nanoは1つの機械的な切替器を持ちま
す。これは一般的な使用者切替器です。切替器が押されると、
それの入出力線を接地(GND)に駆動します。

表4-2. 機械的な切替器

ATmega4809ﾋﾟﾝ 説明 共用機能

PF6 使用者切替器(SW0) DBG3
情報: 一般使用者切替器に接続される100kΩ抵抗器が

あります。切替器を使うのにATmega4809の内部ﾌﾟ
ﾙｱｯﾌﾟは必要とされません。
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4.2.3. ｸﾘｽﾀﾙ

ATmega4809 Curiosity Nano基板は実装された32.768kHzｸﾘｽﾀﾙを持ちます。

ｸﾘｽﾀﾙは既定でATmega4809に接続されますが、そのGPIO(汎用入出力)は未実装の抵抗器配線ﾊﾟﾀｰﾝを通して端ｺﾈｸﾀに配線され
ます。端ｺﾈｸﾀに配線された2つの入出力線は、ｸﾘｽﾀﾙ使用時にｸﾘｽﾀﾙへの競合の可能性を減らすだけでなく、線上の過大な容量を
取り去るためにも既定で切断されています。端ｺﾈｸﾀでPF0とPF1をGPIOとして使うにはいくつかのﾊｰﾄﾞｳｪｱ変更が必要とされます。
配線を接続するために配置ﾊﾟﾀｰﾝに0Ω抵抗器または半田滴を半田付けしてください。これがｸﾘｽﾀﾙを損傷するかもしれないため、
このﾋﾟﾝをGPIOとして使う時にｸﾘｽﾀﾙは切断されるべきです。

ATmega4809 Curiosity Nano上の32.768kHzｸﾘｽﾀﾙは京ｾﾗ株式会社のST3215SB32768C0HPWBB 7pFｸﾘｽﾀﾙです。

このｸﾘｽﾀﾙはATmega4809に対して京ｾﾗによって正式に検査して適合されています。検査報告はATmega4809 Curiosity Nano用の
この資料と共に配給される設計資料で入手可能です。

情報: 特定製品に適合する京ｾﾗのｸﾘｽﾀﾙはそれらのｳｪﾌﾞｻｲﾄhttp://prdct-search.kyocera.co.jp/crystal-ic/?p=en_search/
で見つけることができます。

図4-2. GPIO接続配線ﾊﾟﾀｰﾝ 表4-3. ｸﾘｽﾀﾙ接続

ATmega4809ﾋﾟﾝ 機能 共用機能

PF0 TOSC1(ｸﾘｽﾀﾙ入力) 端ｺﾈｸﾀ

PF1 TOSC2(ｸﾘｽﾀﾙ出力) 端ｺﾈｸﾀ

4.3. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ実装

ATmega4809 Curiosity NanoはUPDIを使うATmega4809の書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞに使うことができる基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが特徴です。基板上
ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはUART上仮想OCMﾎﾟｰﾄ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとDGI GPIOも含みます。書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのための基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ用前処理部として
Atmel Studio/Microchip MPLAB® Xを使うことができます。CDCとDGI GPIO用前処理部としてﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)を使うこ
とができます。

4.3.1. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ｺﾈｸﾀ

下表は目的対象とﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ部間の接続を示します。目的対象とﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ間の全ての接続はﾃﾞﾊﾞｯｶﾞが積極的にｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使わない
限りHi-Zで、従って、小さな信号の混入があるだけで、ﾋﾟﾝは使用者が望むどれにも構成設定することができます。

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞの能力をどう使うかの更なる情報については「3. Curiosity Nano」章をご覧ください。

表4-4. 基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ接続

ATmega4809ﾋﾟﾝ ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ ﾋﾟﾝ 機能 共有機能

PB1 CDC TX UART RX (ATmega4809 RX線) 端ｺﾈｸﾀ

PB0 CDC RX UART TX (ATmega4809 TX線) 端ｺﾈｸﾀ

UPDI DBG0 UPDI -

PF3 DBG1 GPIO 端ｺﾈｸﾀ

PF2 DBG2 GPIO 端ｺﾈｸﾀ

PF6 DBG3 GPIO/RESET 使用者切替器

VCC_TARGET VCC_LEVEL 1.8～5.1V供給 -

GND GND 共通接地 -

http://prdct-search.kyocera.co.jp/crystal-ic/?p=en_search/
https://www.microchip.com/mplab/avr-support/data-visualizer
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5. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂履歴
この使用者の手引きはｷｯﾄの入手可能な最終版を提供します。本章は既知の問題、旧版の改訂履歴、旧版が最終版とどう違うのか
についての情報を含みます。

5.1. 製品IDと改訂の識別

Curiosity Nano基板の改訂と製品識別子はAtmel Studio/Microchip MPLAB® Xを通して、またはPCBの裏側の張り紙を見ることに
よってのどちらかの2つの方法で見つけることができます。

Atmel Studio/Microchip MPLAB® Xが走行しているｺﾝﾋﾟｭｰﾀにＣuriosity Nano基板を接続することにより、情報ｳｨﾝﾄﾞｳが飛び出しま
す。ｷｯﾄ詳細下で一覧にされる通番の最初の6桁は製品識別子と改訂を含みます。

同じ情報はPCBの裏側の張り紙で見つけることができます。殆どのｷｯﾄはA09-nnnnrrとして平文で識別子と改訂を持つ張り紙を持
ち、ここでのnnnnは識別子で、rrは改訂です。制限された空間の基板は通番文字列を含むQR符号だけの張り紙を持ちます。

通番文字列は以下の形式を持ちます。

 “nnnnrrssssssssss”
 n = 製品識別子
 r = 改訂
 s = 通番

ATmega4809 Curiosity Nano用の製品識別子はA09-3094です。

5.2. 改訂5

改訂5は初回公開版です。

6. 資料改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

A 2018年10月 初版資料公開
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7. 追補

7.1. 回路図

図7-1. ATmega4809 Curiosity Nano回路図(1/2)
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図7-1. ATmega4809 Curiosity Nano回路図(2/2)
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7.2. 外部ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ接続

基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞがあるとは言え、ATmega4809の書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためにATmega4809 Curiosity Nanoに外部ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞを直接的に
接続することができます。基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞは積極的に使われない時にATmega4809と基板端に接続された全てのﾋﾟﾝをHi-Zに保ちま
す。従って、基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞはどの外部ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾂｰﾙにも干渉しません。

図7-2. ATmega4809 Curiosity NanoへのPICkit™4接続
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図7-3. ATmega4809 Curiosity NanoへのAtmel-ICE接続
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外部ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞと基板上ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ間の競合を避けるため、外部ﾂｰﾙが活性な間にAtmel Studio/Microchip® Xを通す基板上ﾃﾞ
ﾊﾞｯｶﾞでのどの書き込み/ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの操作開始や大容量記憶の書き込みを行わないでください。

警告

7.3. IARでとの開始に際して

AVR®用IAR Embedded Workbench®はGCCに基づかない専売の高効率ｺﾝﾊﾟｲﾗです。ATmega4809 Curiosity Nanoの書き込みとﾃﾞ
ﾊﾞｯｸﾞはAtmel-ICEｲﾝﾀｰﾌｪｰｽを使ってAVR用IAR™ Embedded Workbenchで支援されます。書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞの作業を始めるには
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでいくつかの初期設定が構成設定されなければなりません。

以下の手順は書き込みとﾃﾞﾊﾞｯｸﾞのためにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの準備を整える方法を説明します。

 1. 構成設定を望むﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開くことを確実にしてください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに対してOPTIONSﾀﾞｲｱﾛｸﾞを開いてください。

 2. Ｇeneral Options区分で、Targetﾀﾌﾞを選んでください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ用のﾃﾞﾊﾞｲｽ、または一覧になければ、ﾃﾞﾊﾞｲｽのｺｱを選んでくだ
さい。

 3. Debugger区部で、Setupﾀﾌﾞを選んでください。ﾄﾞﾗｲﾊﾞとしてAtmel-ICEを選んでください。

 4. Debugger⇒Atmel-ICE区部で、Atmel-ICE 1ﾀﾌﾞを選んでください。ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとしてUPDIを選び、任意選択でUPDI周波数を選
んでください。

情報: 段階4.で言及したﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ ﾎﾟｰﾄの選択が灰色で操作不可の場合、ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽが予め選ばれていて、この構成設定段
階を飛ばすことができます。
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図7-4. 目的対象ﾃﾞﾊﾞｲｽ選択 図7-5. ﾃﾞﾊﾞｯｶﾞ選択

図7-6. ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ構成設定
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
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の情報を含みます。
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保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip相談役ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ員一覧

・ Microchipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

お客様への変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipのお客様通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰﾙ
に関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/でMicrochipのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄをｱｸｾｽしてください。”Support”下で”Customer Change Notificati 
on”をｸﾘｯｸして登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 現場応用技術者(FAE:Field Aplication Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、または現場応用技術者(FAE)に連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様
の手助けに利用できます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/support
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日本語© HERO 2020.

本使用者の手引きはMicrochipのATmega4809 Curiosity Nano使用者の手引き(DS50002804A-2018年10月)の翻訳日本語版です。
日本語では不自然となる重複する形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている
部分もあります。必要に応じて一部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。



 世界的な販売とサービス

© 2018 Microchip Technology Inc. 使用者の手引き DS50002804A - 19頁

米国 亜細亜/太平洋 亜細亜/太平洋 欧州

本社
2355 West Chandler Blvd.
Chandler, AZ 85224-6199
Tel: 480-792-7200
Fax: 480-792-7277
技術支援:
http://www.microchip.com/
support
ｳｪﾌﾞ ｱﾄﾞﾚｽ:
www.microchip.com

ｱﾄﾗﾝﾀ
Duluth, GA
Tel: 678-957-9614
Fax: 678-957-1455

ｵｰｽﾁﾝ TX
Tel: 512-257-3370

ﾎﾞｽﾄﾝ
Westborough, MA
Tel: 774-760-0087
Fax: 774-760-0088

ｼｶｺﾞ
Itasca, IL
Tel: 630-285-0071
Fax: 630-285-0075

ﾀﾞﾗｽ
Addison, TX
Tel: 972-818-7423
Fax: 972-818-2924

ﾃﾞﾄﾛｲﾄ
Novi, MI
Tel: 248-848-4000

ﾋｭｰｽﾄﾝ TX
Tel: 281-894-5983

ｲﾝﾃﾞｱﾅﾎﾟﾘｽ
Noblesville, IN
Tel: 317-773-8323
Fax: 317-773-5453
Tel: 317-536-2380

ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ
Mission Viejo, CA
Tel: 949-462-9523
Fax: 949-462-9608
Tel: 951-273-7800

ﾛｰﾘｰ NC
Tel: 919-844-7510

ﾆｭｰﾖｰｸ NY
Tel: 631-435-6000

ｻﾝﾎｾ CA
Tel: 408-735-9110
Tel: 408-436-4270

ｶﾅﾀﾞ - ﾄﾛﾝﾄ
Tel: 905-695-1980
Fax: 905-695-2078

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ - ｼﾄﾞﾆｰ
Tel: 61-2-9868-6733

中国 - 北京
Tel: 86-10-8569-7000

中国 - 成都
Tel: 86-28-8665-5511

中国 - 重慶
Tel: 86-23-8980-9588

中国 - 東莞
Tel: 86-769-8702-9880

中国 - 広州
Tel: 86-20-8755-8029

中国 - 杭州
Tel: 86-571-8792-8115

中国 - 香港特別行政区
Tel: 852-2943-5100

中国 - 南京
Tel: 86-25-8473-2460

中国 - 青島
Tel: 86-532-8502-7355

中国 - 上海
Tel: 86-21-3326-8000

中国 - 瀋陽
Tel: 86-24-2334-2829

中国 - 深圳
Tel: 86-755-8864-2200

中国 - 蘇州
Tel: 86-186-6233-1526

中国 - 武漢
Tel: 86-27-5980-5300

中国 - 西安
Tel: 86-29-8833-7252

中国 - 廈門
Tel: 86-592-2388138

中国 - 珠海
Tel: 86-756-3210040

ｲﾝﾄﾞ - ﾊﾝｶﾞﾛｰﾙ
Tel: 91-80-3090-4444

ｲﾝﾄﾞ - ﾆｭｰﾃﾞﾘｰ
Tel: 91-11-4160-8631

ｲﾝﾄﾞ - ﾌﾟﾈｰ
Tel: 91-20-4121-0141

日本 - 大阪
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日本 - 東京
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Tel: 66-2-694-1351

ﾍﾞﾄﾅﾑ - ﾎｰﾁﾐﾝ
Tel: 84-28-5448-2100
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Tel: 43-7242-2244-39
Fax: 43-7242-2244-393
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Tel: 45-4450-2828
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ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ - ｴｽﾎﾟｰ
Tel: 358-9-4520-820

ﾌﾗﾝｽ - ﾊﾟﾘ
Tel: 33-1-69-53-63-20
Fax: 33-1-69-30-90-79

ﾄﾞｲﾂ - ｶﾞﾙﾋﾝｸﾞ
Tel: 49-8931-9700

ﾄﾞｲﾂ - ﾊｰﾝ
Tel: 49-2129-3766400

ﾄﾞｲﾂ - ﾊｲﾙﾌﾞﾛﾝ
Tel: 49-7131-67-3636

ﾄﾞｲﾂ - ｶｰﾙｽﾙｰｴ
Tel: 49-721-625370

ﾄﾞｲﾂ - ﾐｭﾝﾍﾝ
Tel: 49-89-627-144-0
Fax: 49-89-627-144-44

ﾄﾞｲﾂ - ﾛｰｾﾞﾝﾊｲﾑ
Tel: 49-8031-354-560

ｲｽﾗｴﾙ - ﾗｰﾅﾅ
Tel: 972-9-744-7705

ｲﾀﾘｱ - ﾐﾗﾉ
Tel: 39-0331-742611
Fax: 39-0331-466781

ｲﾀﾘｱ - ﾊﾟﾄﾞﾊﾞ
Tel: 39-049-7625286

ｵﾗﾝﾀﾞ - ﾃﾞﾙｰﾈﾝ
Tel: 31-416-690399
Fax: 31-416-690340

ﾉﾙｳｪｰ - ﾄﾛﾝﾊｲﾑ
Tel: 47-72884388

ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ - ﾜﾙｼｬﾜ
Tel: 48-22-3325737

ﾙｰﾏﾆｱ - ﾌﾞｶﾚｽﾄ
Tel: 40-21-407-87-50

ｽﾍﾟｲﾝ - ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ
Tel: 34-91-708-08-90
Fax: 34-91-708-08-91

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｲｪｰﾃﾎﾞﾘ
Tel: 46-31-704-60-40

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ - ｽﾄｯｸﾎﾙﾑ
Tel: 46-8-5090-4654

ｲｷﾞﾘｽ - ｳｫｰｷﾝｶﾞﾑ
Tel: 44-118-921-5800
Fax: 44-118-921-5820
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